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技術・サポート情報 

Dell T3500, T3400, T3600 PC に Andor 社製 sCMOS カメラ Neo および Zyla と

MAC6000(USB 接続)、CoolLED pE1,2 の組み合わせ時のご注意 

Dell 製 PC T3400, T3500, T3600 に Andor 社製 sCMOS カメラ(Neo, Zyla)と CoolLED pE1、

2 や USB 接続の MAC6000 を併用しているシステムにおいて、PC をシャットダウンする際に、

ブルースクリーンが表示されて PC がクラッシュする問題が確認されております。 

これは、Neo および Zyla と USB を Virtual COM(仮想シリアルポート)として認識させるハード

ウェアとの組合せで起こるトラブルです。 

現在、原因を確認中ですが、トラブル回避法としまして、PC のシャットダウン前に先に

CoolLED、MAC6000 等の USB 接続のハードウェアから先に電源を OFF にすることで回避可

能です。 

原因と解決方法が確認でき次第、改めてセールスノートでご案内いたします 
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